
 会報「南 島」8月号目次 

 

 

      

 

 

 

ぱ い 

  石垣市観光交流協会会報 

じ ま 

Page １ 令和3年8月号 

【発行】一般社団法人 石垣市観光交流協会 

  〒907－0013 石垣市浜崎町１-１-４-１F 

  TEL:0980-82-2809 FAX:0980-83-6296 

  HOMEPAGE：http://www.yaeyama.or.jp  

  E-mail : ishigaki@earth.ocn.ne.jp 

県観光功労者受賞 1 

8月1日 観光の日 1 

石垣市観光入域者数 

推計表 
1 

電信屋が県指定遺産に 

登録される 
2 

おきなわ宿泊事業者 

感染防止対策等       

支援事業について  

2 

新型コロナウイルス 

問い合わせ先等について 
2 

会 員 情 報 2 

ピーチ        

福岡－石垣便就航 
2 

令和３年 石垣市観光入域者数推計表（７月） 

8月1日 観光の日 

 8月1日観光の日、本会の青年部（請盛真実部長）

は、ミス八重山の名嘉さんと高嶺さんと共に南ぬ島石 
垣空港で、来島した観光客にちんすこう等の特産品の詰 
め合わせを配布し、滞在中の新型コロナウイルス感染拡 
大防止対策への協力の呼びかけを行いました。  

 同日、石垣港離島ターミナルでは、竹富町観光協会・竹富町商工会が「セーフ

ティートラベルキャンペーン」を実施し、地域住民と観光客が安心・安全を確認

しあう取り組みをミス八重山の杉本さんとPRしました。 

 また、与那国空港でも与那国町観光協会が感染拡大防止の呼びかけを行いま

した。 

 令和3年7月の石垣市の入域観光客数は48,841人と    

推計される。（対前年同月比92.8％・▲3,782人）  

空路の観光客推計は、48,841人  

（対前年同月比92.8％・▲3,782人） 

 消費推計額は40.0億円（対前年同月比93.8％・▲2.6億円） 

 海外からの入域は引き続き空路・海路（クルーズ船も含む）共

に皆減。   

 沖縄県の緊急事態宣言の延長や、7月に入り東京都に再度緊

急事態宣言が発出されたことなどから、入域観光客数は 昨年の

コロナ禍で迎えた夏場のシーズンよりもマイナス着地となっ

た。コロナ禍前の2019年比では３割台（2019年7月入域観

光客数約14.5万人）となった。 

 このたび、本会から推薦を行った八重山観光フェリー株式会社の花城吉治取締

役会長が2021年度沖縄県観光功労賞を受賞しました。 

 花城氏は今年で勤続43年。八重山観光フェリー株式会社の会計や航路補助金

申請事務に尽力し、1994年10月には同社の専務取締役に就任、2010年に代

表取締役、2016年取締役会長に就任。旅客船の新造に関わり、離島への利便性

向上に尽力した事が評価されました。 

 受賞に際し、花城氏は「当たり前のことをしてきただけなので恐縮している。

今後も観光発展のために取り組んでいきたい」と決意を新たにしました。 

 同表彰は2020年の琉球真珠株式会社の仲野さんの受賞に続き、2年連続とな

りました。西表アイランドホテル代表の上亀直之さんも同賞を受賞しました。 

八重山観光フェリー花城取締役会長が県観光功労者受賞 
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電信屋が県指定遺跡に登録される 

 石垣市では、新型コロナウイルス感染症に関する問合せ先として 

「石垣市新型コロナウイルス電話相談窓口」を設置しています（対応時間：平日の9時～12時） 

電話番号：070-1470-2790、070-1470-2813、070-1470-2799 

 また、石垣島内の下記の場所でPCR検査を行っております。 

*南ぬ島石垣空港国内線旅客ターミナルビル内     【営業時間】9時～20時 

*沖縄PCR検査センター 八重山店           【営業時間】9時～19時 

 いずれも問い合わせ先は：沖縄PCR検査センター 電話番号：050-8880-2391 

【受付時間】9時～20時（土・日・祝日も受付） 

※土曜日・日曜日は18時までの受付となります 

新型コロナウイルス問い合わせ先等について 

  
                                          
【新入会員】  0 件  

【退会会員】  2 件    竹富島.net(その他） 八重山料理ゆらてぃく（飲食店）  

ピーチ10月に福岡ー石垣便就航 

 全日本空輸グループLCCのピーチ・アビエーションは、福岡－石垣線をANAから移管

し、新規開設することを発表しました。 

 現在、ANAは福岡－石垣線を1日1往復運航していますが、冬ダイヤ期の10月31日か

らはANA便は運休となりピーチへ移管します。 

 ピーチ運航便のスケジュールは、石垣行きMM295便が福岡を午後0時25分に出発し、

午後2時40分着。福岡行きMM296便は午後3時20分に石垣を出発し、午後5時15分

着。福岡－石垣線はLCCとしては初就航となります。 

 8月27日、県教育委員会は石垣市崎枝にある市指定史跡の海底電線陸揚室跡（電信屋）が県指定の史跡と

して登載されたと発表しました。市内で4件目。県内では3年ぶりの指定となりました。 

 1894年（明治27年）の日清戦争後、台湾が日本領になると、陸軍省は台湾の監視と植民地政策の推進

を図るため、1896年（明治29年）に臨時台湾電信建設部を設立。鹿児島県肝属（きもつき）郡南大隅町

大浜から奄美大島、沖縄本島、石垣島を経て台湾基隆に至る海底電線を敷設しました。 

 電信屋は日清戦争後の1897年に建設され、政府が日本本土と台湾基隆を結ぶ海底電線を陸揚げする中継

基地として、重要な役割を担い、先島の電信施設の先駆けにもなりました。 

 電信屋は海岸に近い平地にあり、面積736平方㍍。建物のほか、貯水用タンク、石積、井戸などが現存し

ています。外壁には沖縄戦時、米軍の砲撃を受けた際の弾痕も残っており、八重山で沖縄戦の痕跡を残す重

要な遺跡としても評価されています。1986年に市指定の史跡に指定されており、石垣市が所有していま

す。 

 市内で県史跡に指定されている史跡は他に美崎御嶽、平得アラスク村遺跡、桃里恩田遺跡があります。 

 沖縄県及び（一財）沖縄観光コンベンションビューロー(OCVB)は、県内の宿泊事業者を対象に    

感染防止対策および新たな観光需要へ対応するための経費を支援します。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により旅行需要が落ち込んでいる中、地域的な感

染の拡がりを抑制しつつ新たな観光需要の創出を図ります。  

 詳細につきましては、下記参照ください 

 問い合わせ先：おきなわ宿泊事業者感染防止対策等支援事業事務局（OCVB内）  

 電話：098-995-8846(コールセンター) 【受付時間】平日9時～17時  

 ホームページ：https://oki-shukuhaku.com/ 

おきなわ宿泊事業者 感染防止対策等支援事業について  

【会 員 情 報】令和3年8月30日現在（303会員） 


